
一
二
五

山
陰
研
究
（
第
二
号
）
二
〇
〇
九
年
十
二
月

【
資
料
紹
介
】

桑
原
文
庫
蔵
『
高
真
院
様
宝
山
院
様
源
林
院
様
御
詠
草
写
』
に
つ
い
て

　
—

第
二
代
松
江
藩
主
側
室
「
養
法
院
」
の
和
歌
事
蹟—

山　

﨑　

真　

克

（
松
江
工
業
高
等
専
門
学
校
）

山
陰
研
究
（
第
二
号
）
二
〇
〇
九
年
十
二
月

　
　
　

は　

じ　

め　

に

　

稿
者
は
、
山
陰
地
域
に
現
存
す
る
資
料
の
調
査
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
に
も
江
戸

初
期
松
江
藩
主
周
辺
の
和
歌
事
蹟
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
き
た（
１
）。そ
の
資
料
と
は
、

出
雲
松
江
藩
第
二
代
藩
主
松
平
綱
隆
撰
の
『
山
下
水
』（
河
本
家
稽
古
有
文
館
蔵
）、

お
よ
び
『
養
法
院
実
筆
和
歌
集
』（
島
根
県
立
図
書
館
蔵
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
綱
隆
側
室
養
法
院
の
真
筆
資
料
で
あ
り
、
養
法
院
を
中
心
に
江
戸
初
期
松
江

藩
主
周
辺
の
和
歌
事
蹟
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
島
根
大
学
附
属
図
書
館
桑
原
文
庫
蔵
『
高
真
院
様
宝

山
院
様
源
林
院
様
御
詠
草
写
』
で
あ
る
。
本
書
は
、出
雲
松
江
藩
祖
の
松
平
直
政
（
高

摘　
　

要

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
島
根
大
学
附
属
図
書
館
桑
原
文
庫
蔵
『
高
真
院
様
宝
山
院
様
源
林
院
様
御
詠
草
写
』
は
、
出
雲
松
江
藩
祖
の
松
平
直
政
（
高

真
院
）、
二
代
藩
主
綱
隆
（
宝
山
院
）、
四
代
藩
主
吉
透
（
源
林
院
）
の
詠
草
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
者
の
選
択
に
は
、
綱
隆
側
室
の
養
法

院
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
直
政
が
綱
隆
の
実
父
で
あ
り
、吉
透
は
綱
隆
と
の
間
に
設
け
た
実
子
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

母
が
綱
隆
室
の
越
前
福
井
藩
主
松
平
忠
昌
娘
で
あ
っ
た
三
代
藩
主
綱
近
（
隆
元
院
）
の
詠
草
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
吉
透
歌
の
収
集
に
は
、

自
ら
に
先
立
っ
て
亡
く
な
っ
た
息
子
へ
の
追
善
の
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
成
立
は
、
吉
透
没
の
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
か
ら
養
法

院
没
の
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。

　

吉
透
歌
に
対
す
る
点
を
「
中
院
殿
」（
通
茂
か
）
に
請
う
た
と
い
う
記
述
や
、
直
政
歌
が
烏
丸
光
広
歌
に
類
似
す
る
点
な
ど
か
ら
、
当
時
の
歌
道

家
と
の
つ
な
が
り
を
窺
い
知
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
一
部
の
詞
書
を
手
が
か
り
と
し
て
、
詠
歌
の
状
況
や
年
次
の
考
察
を
試
み
た
。
こ
う
し
た

内
容
を
持
つ
本
書
を
通
し
て
、
養
法
院
の
和
歌
事
蹟
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
松
平
綱
隆
、
養
法
院
、
松
江
藩
、
中
院
通
茂
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一
二
六

桑
原
文
庫
蔵
『
高
真
院
様
宝
山
院
様
源
林
院
様
御
詠
草
写
』
に
つ
い
て
（
山
﨑
真
克
）

真
院
）、
二
代
藩
主
綱
隆
（
宝
山
院
）、
四
代
藩
主
吉
透
（
源
林
院
）
の
詠
草
を
集
め

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
者
の
選
択
に
は
、
綱
隆
側
室
の
養
法
院
が
大
き
く
関
与
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
直
政
は
綱
隆
の
実
父
で
養
法
院
の
実
父
平
賀
半
助
が
祐

筆
と
し
て
仕
え
た
人
物
で
あ
り
、
吉
透
は
綱
隆
と
の
間
に
設
け
た
実
子
で
あ
る
こ
と

か
ら
、い
ず
れ
も
自
分
と
関
係
の
深
い
藩
主
の
詠
草
の
み
を
集
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
代
藩
主
綱
近
（
隆
元
院
）
の
詠
草
が
収
め
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
綱
近
の
母
が
綱

隆
室
の
越
前
福
井
藩
主
松
平
忠
昌
娘
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
後
述
す
る
よ
う
に
吉
透
歌
の
収
集
に
は
、
自
ら
に
先
立
っ
て
亡
く
な
っ
た

息
子
へ
の
追
善
の
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
記
述
に
加
え
、
先
行
表

現
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
で
、
当
時
の
歌
道
家
と
の
つ
な
が
り
を
窺
い
知
る
こ
と
も

で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
養
法
院
の
個
人
的
な
感
慨
を
契
機
と
し
て
成
立
し
た
本
書

を
通
し
て
、
養
法
院
を
中
心
に
江
戸
初
期
松
江
藩
主
周
辺
の
和
歌
事
蹟
の
一
端
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
本
文
翻
刻
と
と
も
に
内
容
の
紹
介
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

一　
『
高
真
院
様
宝
山
院
様
源
林
院
様
御
詠
草
写
』
の
書
誌

　

島
根
大
学
附
属
図
書
館
桑
原
文
庫
蔵『
高
真
院
様
宝
山
院
様
源
林
院
様
御
詠
草
写（
２
）』

（
〇
九
九
・ko

二
五
）
は
、
写
本
一
冊
。
虫
損
が
存
し
、
の
ど
の
部
分
を
中
心
に
判

読
困
難
な
箇
所
が
あ
る
。
料
紙
は
楮
紙
。
装
訂
は
仮
綴
で
、
表
紙
は
本
文
共
紙
。
縦

二
六
・
六
㎝
、
横
一
八
・
八
㎝
。
表
紙
左
上
に
打
付
書
き
で
「
高
真
院
様
／
宝
山
院
様

／
源
林
院
様
／
御
詠
草
写
」
と
外
題
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
右
に
は
「
筑
波
も
御
ち
か

く
見
え
て
た
ゝ
坪
の
う
ち
に
あ
る
こ
ゝ
ち
す
や
／
や
あ
り
て
わ
た
し
守
来
り
は
や
の

れ
と
い
へ
は
大
ふ
ね
に
棹
さ
し
」
と
あ
る
が
、
傍
線
（
墨
）
に
よ
り
抹
消
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
表
紙
に
は
、
現
所
蔵
者
の
整
理
番
号
の
他
に
、「
第
三
門
／
冊 

一
／
函

／
架
８
（
朱
）
／
號 

別
七
三
／
松
江
圖
書
舘
」
と
い
う
旧
整
理
番
号
と
思
し
き
貼

紙
が
存
す
る
。

　

蔵
書
印
は
、
現
所
蔵
の
「
桑
原
文
庫
」（
七
・
八
×
一
・
七
㎝
、
朱
、
表
紙
）、「
島

根
大
學
圖
書
印
」（
三
・
五
×
三
・
五
㎝
、朱
、一
丁
表
）、「
島
大
圖
書
」（
一
・
八
×
一
・
四

㎝
、
朱
。
楕
円
形
、
21
丁
表
）
以
外
に
、「
蝸
牛
庵
」（
二
・
九
×
一
・
六
㎝
、
朱
、
瓢

箪
形
、
１
丁
表
）
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、「
桑
原
文
庫
」
の
名
の
由
来
と

な
っ
た
旧
蔵
者
桑
原
羊
次
郎
氏
の
号
で
あ
る（
３
）。
墨
付
丁
数
は
21
丁
で
、
遊
紙
が
後
に

１
丁
分
存
す
る
。
本
文
は
一
面
十
行
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
は
一
首
二
行
書
き

で
、
下
句
は
一
字
下
げ
、
詞
書
は
二
字
下
げ
で
記
さ
れ
る
。
奥
書
等
は
な
く
、
書
写

年
次
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

二　

本
書
の
構
成
・
成
立
時
期

　

前
述
の
通
り
、
本
書
は
出
雲
松
江
藩
祖
の
松
平
直
政
（
高
真
院
）、
二
代
藩
主
綱

隆
（
宝
山
院
）、
四
代
藩
主
吉
透
（
源
林
院
）
の
詠
草
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
全

153
首
の
和
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
書
の
構
成
を
、
本
稿
末
尾
の
〔
翻
刻
〕
に
お

い
て
付
し
た
通
し
番
号
、
お
よ
び
に
三
者
の
詠
歌
数
に
よ
っ
て
示
す
と
以
下
の
よ
う

に
な
る
。

　　
　

・「
出
雲
少
将
直
政
公
御
詠
歌
」（
１
オ
）
…
１
〜
41
（
41
首
）

　
　

・「
出
雲
拾
遺
綱
隆
公
御
詠
歌
」（
６
オ
）
…
42
〜
93
（
52
首
）

　
　

・「
出
雲
拾
遺
吉
透
公
御
詠
歌
」（
12
オ
）
…
94
〜
153
（
60
首
）

　　

但
し
、
吉
透
歌
は
94
〜
117
（
24
首
）、
118
〜
153
（
36
首
）
の
二
群
に
分
け
ら
れ
る
。

そ
の
事
情
お
よ
び
吉
透
歌
収
集
の
意
図
は
、
117
番
歌
直
後
の
以
下
の
部
分
に
示
さ
れ

て
い
る
。（
傍
線
・
句
読
点
は
私
に
付
し
た
。）

　　
　

吉
透
公
御
存
世
の
中
、
折
々
の
御
詠
歌
百
首
餘
り
も
在
之
。
然
に
、
吉
透
公
御
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一
二
七

桑
原
文
庫
蔵
『
高
真
院
様
宝
山
院
様
源
林
院
様
御
詠
草
写
』
に
つ
い
て
（
山
﨑
真
克
）

世
を
は
や
く
さ
ら
せ
給
ふ
。
養
法
院
様
御
愁
傷
の
あ
ま
り
に
、
此
御
歌
共
を
被
取
あ

つ
め
、
御
追
善
の
御
為
に
も
と
、
中
院
殿
御
つ
い
か
て
に
御
点
作
御
望
有
し
か
は
、

百
首
余
の
御
詠
の
内
、
廿
四
首
御
点
有
し
分
、
且
御
點
の
な
き
を
も
少
々
末
に
あ
ら

は
す
。（
15
ウ
〜
16
オ
）

　

文
意
の
通
じ
に
く
い
箇
所
も
存
す
る
が
、
こ
の
部
分
か
ら
、
我
が
子
吉
透
が
生
前

に
詠
ん
で
い
た
百
首
余
り
の
歌
を
取
り
集
め
、
追
善
の
た
め
に
「
中
院
殿
」
に
点
を

請
う
た
の
は
養
法
院
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
百
首
余
り
の
う
ち
、
点
を
付
さ
れ
た

24
首
を
吉
透
歌
と
し
て
ま
ず
配
し
（
94
〜
117
）、
点
の
な
い
歌
（
36
首
）
も
こ
の
部

分
よ
り
後
に
収
載
し
た
（
118
〜
153
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
吉
透
歌
の
収
集
・
配
列
に
養
法
院
が
大
き
く
関

与
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
直
政
・
綱
隆
・
吉
透
三
代
の

詠
草
を
集
め
、
本
書
の
体
裁
に
仕
立
て
た
の
は
、
我
が
子
吉
透
の
死
を
き
っ
か
け
と

し
た
養
法
院
の
企
画
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
事
情
は
養
法
院
自
身
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
二
点
の
資
料
と
は
異
な
り
、
本
書
の
書
写
も
養
法
院

の
手
に
よ
る
も
の
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
吉
透
歌
以
外
の
収
集
や
本
書
全
体
の

企
画
に
養
法
院
が
関
与
し
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
が
、
前
述
の
通
り
三
代
藩
主
綱

近
を
除
く
三
者
の
詠
草
が
収
載
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
養
法
院
の
関
与
は
動
か
な
い

も
の
と
考
え
る
。

　

四
代
藩
主
吉
透
は
、
在
位
一
年
余
り
の
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
九
月
に
三
十
八

才
の
若
さ
で
死
去
し
て
い
る
。
養
法
院
は
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
十
二
月
に

亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
の
成
立
は
宝
永
二
〜
四
年
（
一
七
〇
五
〜

一
七
〇
七
）
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

三　

歌
道
家
の
と
の
つ
な
が
り—

「
中
院
殿
」

　

と
こ
ろ
で
、
前
節
の
引
用
部
分
に
あ
っ
た
「
中
院
殿
」
と
は
、
誰
で
あ
ろ
う
か
。

時
期
的
に
は
、中
院
通
茂
（
寛
永
八
年
〈
一
六
三
一
〉
〜
宝
永
七
年
〈
一
七
一
〇
〉）、

も
し
く
は
そ
の
嗣
子
で
あ
る
通
躬
（
寛
文
八
年
〈
一
六
六
八
〉
〜
元
文
四
年

〈
一
七
三
九
〉）
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宝
永
年
間
の
歌
壇
で
の
立
場
を
考
慮
す
れ
ば
、

通
茂
の
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

　

歴
代
の
松
江
藩
主
や
養
法
院
と
、
中
院
家
と
の
直
接
の
関
わ
り
を
示
す
資
料
は
今

の
と
こ
ろ
見
出
し
得
て
い
な
い
。
出
雲
松
平
家
文
書
や
『
雲
國
侯
年
譜
』（
島
根
県

立
図
書
館
蔵
）
を
始
め
と
し
た
松
平
家
に
関
わ
る
資
料
に
は
、
中
院
家
と
の
関
わ
り

は
も
と
よ
り
、
和
歌
に
関
す
る
事
蹟
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
『
国
書

総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
中
院
通
茂
の
日
記
が
京
都
大
学
や
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
な

ど
に
現
存
し
て
い
る
が
、
未
見
で
あ
る
。
今
後
と
も
松
平
家
・
中
院
家
双
方
の
資
料

調
査
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

中
院
通
茂
と
地
方
の
武
家
と
の
関
わ
り
を
示
す
資
料
が
高
橋
陽
子
氏
に
よ
り
報
告

さ
れ
て
い
る（
４
）。『
平
昌
胤
朝
臣
詠
草
』
は
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
に
通
茂
よ
り

古
今
伝
授
を
相
伝
し
た
相
馬
藩
主
相
馬
昌
胤
の
詠
草
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、「
点

者
中
院
正
二
位
内
大
臣
源
通
茂
公
」
と
あ
る
よ
う
に
通
茂
の
点
が
存
す
る
。
こ
の
よ

う
に
、
地
方
の
武
家
が
歌
壇
の
指
導
的
立
場
で
あ
る
歌
人
か
ら
和
歌
の
指
導
を
受
け

る
例
も
み
ら
れ
る
の
で
、
松
江
藩
主
や
養
法
院
と
中
院
通
茂
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ

と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　

四　

先
行
歌
と
の
一
致
状
況

　

本
書
の
収
め
ら
れ
た
全
153
首
の
直
政
・
綱
隆
・
吉
透
三
代
の
詠
草
は
、
歌
題
・
歌

語
・
趣
向
の
面
か
ら
み
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
和
歌
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
穏
当
な
も
の
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一
二
八

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
句
程
度
が
先
行
表
現
と
一
致
す
る
例
も
多
く
見
出
せ
る

が
、
直
政
お
よ
び
綱
隆
の
歌
に
は
、
そ
れ
以
上
に
表
現
の
一
致
が
み
ら
れ
る
例
、
ま

た
先
行
歌
そ
の
も
の
を
収
め
た
と
思
し
き
例
が
み
ら
れ
る
。

　
◎
直
政
歌

　
４　

八
重
霞
立
も
か
く
さ
て
富
士
の
ね
の
ゆ
き
を
よ
そ
め
の
花
と
こ
そ
み
れ

　
・
黄
葉
集
（
烏
丸
光
広
）
第
七
羇
旅
部

　
　
　
　
（
富
士
）

1246　

八
重
が
す
み
立
ち
も
か
く
さ
で
ふ
じ
の
山
雪
の
よ
そ
め
の
桜
さ
く
比（
５
）
　

34　

つ
く
〳
〵
と
お
も
へ
は
や
す
き
世
の
中
を
心
と
な
け
く
我
か
身
成
け
り

　
・
新
古
今
和
歌
集
巻
第
十
八　

雑
下

　
　
　
　
（
題
し
ら
ず
） 

 
 

荒
木
田
長
延

1774　

つ
く
づ
く
と
思
へ
ば
や
す
き
よ
の
中
を
心
と
な
げ
く
わ
が
身
な
り
け
り

　
◎
綱
隆
歌

　
54　

う
き
世
に
は
と
ゝ
め
お
か
し
と
春
風
の
散
ら
す
は
花
を
お
し
む
成
け
り

　
・
月
詣
和
歌
集
巻
第
七　

雑
上

　
　
　
　

題
し
ら
ず　

 
 

 

円
位
法
師

703　

う
き
世
に
は
と
ど
め
お
か
じ
と
春
風
の
散
ら
す
は
花
を
を
し
む
な
り
け
り

（
治
承
三
十
六
人
歌
合
・
落
花
・
172
、
山
家
集
・
春
・
117
、
宮
河
歌
合
・
16
、
玄
玉
集
・

593
、
夫
木
抄
・
1527
、
玉
葉
集
・
232
）

　
62　

置
露
の
ひ
と
つ
う
る
ひ
に
咲
花
の
千
草
に
匂
ふ
野
邊
の
は
な
か
な

　
・
新
撰
和
歌
六
帖
第
六
帖

 

あ
き
の
花 

 

　
　
　
　
（
家
良
）

2291　

お
く
露
の
ひ
と
つ
う
る
ひ
に
さ
く
花
の
千
草
に
匂
ふ
野
べ
の
色
か
な

　
81　

さ
て
も
ま
た
幾
代
か
は
へ
む
世
の
中
に
う
き
身
ひ
と
つ
の
置
所
な
し

　
・
新
勅
撰
和
歌
集
巻
第
十
七　

雑
歌
二

　
　
　
　
（
題
し
ら
ず
） 

 
 

寂
蓮
法
師

1149　

さ
て
も
又
い
く
世
か
は
へ
む
よ
の
な
か
に
う
き
身
ひ
と
つ
の
お
き
ど
こ
ろ
な
さ

　
91　

秋
な
ら
は
月
待
夜
半
は
明
石
か
た
さ
く
ら
に
く
ら
す
は
る
の
山
里

　
・
六
百
番
歌
合　

春
部　

遅
日

 

五
番　

左
勝　

女
房
（
藤
原
良
経
）

129　

あ
き
な
ら
ば
月
ま
つ
こ
と
の
う
か
ら
ま
し
さ
く
ら
に
く
ら
す
春
の
山
ざ
と

（
秋
篠
月
清
集
・
310
、
夫
木
抄
・
1558
、
題
林
愚
抄
・
1522
）

　
93　

世
に
朽
ぬ
わ
か
の
浦
は
の
も
し
ほ
草
か
き
あ
つ
む
る
に
袖
は
ぬ
れ
け
り

　
・
慶
運
法
印
集　

雑

桑
原
文
庫
蔵
『
高
真
院
様
宝
山
院
様
源
林
院
様
御
詠
草
写
』
に
つ
い
て
（
山
﨑
真
克
）

－ 57 －



一
二
九

　
　
　
　
（
述
懐
）

272　

数
な
ら
ぬ
わ
か
の
浦
半
の
藻
塩
草
か
く
に
つ
け
て
も
袖
は
ぬ
れ
つ
つ

　　

直
政
歌
４
と
類
似
す
る
『
黄
葉
集
』
1246
番
歌
は
、烏
丸
光
広
の
詠
作
で
あ
る
。『
黄

葉
集
』
に
は
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
の
孫
資
慶
に
よ
る
跋
文
が
あ
り
、
寛
文
六

年
（
一
六
六
六
）
直
政
没
後
の
成
立
で
あ
る
が
、
詠
歌
年
次
は
そ
れ
以
前
で
直
政
が

目
に
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
島
根
県
立
図
書
館
蔵
『
高
真
院
様
御
年
譜
』

（
〇
九
二
・
八
／
九
七
）
に
は
「（
寛
永
）
二
年
（
一
六
二
五
）
乙
丑
／
國
侯
二
十
五

歳
／
頃
聞
和
歌
口
决
伊
勢
物
語
烏
丸
光
廣
卿
」
と
あ
り
、寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）

の
松
江
入
部
以
前
に
烏
丸
光
広
と
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
和

歌
の
指
導
を
受
け
て
い
た
光
広
の
詠
作
か
ら
学
び
、
極
め
て
類
似
し
た
歌
を
詠
ん
だ

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
直
政
歌
34
、
お
よ
び
綱
隆
歌
54
・
62
・
81
は
、
先
行
歌
そ
の
も
の
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。
佐
藤
明
浩
氏
の
一
連
の
論
考
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に（
６
）、
そ
の
場
や
自

己
の
感
慨
に
ふ
さ
わ
し
い
先
行
歌
を
書
き
付
け
た
も
の
が
、
詠
草
中
に
混
入
し
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
以
前
取
り
上
げ
た
綱
隆
撰
の
『
山
下
水
』
は
、『
古
今
和
歌
集
』

そ
の
他
の
47
首
の
歌
を
撰
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
直
政
や
綱
隆
に
は
、
そ
う
し
た
先

行
歌
を
撰
ぶ
意
識
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
類
似
の
程
度
が
高
く
、
お

そ
ら
く
影
響
関
係
を
認
め
う
る
で
あ
ろ
う
綱
隆
歌
91
・
93
の
例
か
ら
も
、
幅
広
い
歌

集
に
目
を
通
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

五　

詞
書
に
よ
る
詠
歌
状
況
の
考
察

　

本
書
に
収
め
ら
れ
た
歌
は
、
一
部
に
は
詞
書
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
詠
歌
時

の
状
況
や
年
次
を
特
定
で
き
る
も
の
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
配
列
を
み
て
も
、
三

者
の
詠
歌
と
も
「
初
春
」（
１
）・「
さ
く
ら
は
な
」（
２
）、「
歳
旦
」（
42
）・「
は
る

を
見
し
か
な
」（
44
）、「
朝
霞
」（
94
）・「
谷
鶯
」（
95
）
と
あ
る
よ
う
に
大
ま
か
に

は
四
季
・
恋
・
雑
の
順
と
な
っ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
厳
密
で
は
な
く
、
考
察
の
材

料
と
す
る
の
は
難
し
い
。
直
政
・
綱
隆
・
吉
透
三
代
の
詠
草
は
、
本
書
以
外
に
も
出

雲
市
立
平
田
本
陣
記
念
館
所
蔵
の
画
賛
・
短
冊
な
ど
に
存
す
る
が
、
本
書
と
関
連
す

る
点
は
み
ら
れ
な
い
。

　

直
政
歌
29
「
ら
ん
と
い
ふ
女
顔
の
赤
き
を
見
て
讀
る
」、
綱
隆
歌
67
「
最
中
の
夜

曇
け
れ
は
」、吉
透
歌
117「
或
人
琴
を
弾
て
聞
せ
侍
り
し
に
お
り
し
も
春
な
り
け
れ
は
」

の
よ
う
に
、
公
の
歌
会
な
ど
の
歌
だ
け
で
は
な
く
、
私
的
な
場
面
で
詠
ま
れ
た
歌
も

み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
ご
く
一
部
の
詞
書
を
手
が
か
り
に
、
詠
歌
状
況
の
考
察
を
試
み
る
。

取
り
上
げ
る
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
◎
直
政
歌

　
　
　
　

扇
之
嶋

10　

秋
き
ぬ
と
あ
ふ
き
の
し
ま
も
お
の
つ
か
ら
た
た
み

く
て
よ
す
る
さ
ゝ
波

　　
　
　
　

ぬ
の
さ
き
を
見
て

23　

う
な
は
ら
に
引
は
へ
出
る
布
崎
や
お
り
て
そ
見
ゆ
る
今
朝
の
初
霜

　　
　
　
　

よ
め
し
ま
に
て

28　

よ
め
し
ま
に
よ
る
老
の
波
数
々
の
つ
も
り
て
い
ま
そ
し
ら
と
な
る
ら
ん

　　
　
　
　

孫
の
身
ま
か
り
け
る
時
に

31　

老
か
身
の
ま
よ
ひ
の
や
み
も
は
れ
か
た
く
な
み
た
や
月
に
か
ゝ
る
し
ら
雲

　

桑
原
文
庫
蔵
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高
真
院
様
宝
山
院
様
源
林
院
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詠
草
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い
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一
三
〇

　
　
　
　

出
雲
森
山
に
て

40　

今
宵
し
も
塩
焼
け
ふ
り
た
え
は
て
ゝ
う
ら
の
と
ま
や
に
雨
の
も
り
山

　
◎
綱
隆
歌

　
　
　
　

娘
の
身
ま
か
り
け
る
時
に

80　

さ
た
め
な
き
う
き
世
と
聞
と
う
ら
み
有
る
は
る
よ
り
秋
は
う
つ
ら
ぬ
も
の
を

　　

四
首
の
詞
書
に
含
ま
れ
る
地
名
の
う
ち
、
三
首
の
地
名
に
つ
い
て
は
『
雲
陽
誌
』

（
黒
沢
長
尚
編　

享
保
二
年
〈
一
七
一
七
〉
成
立
）、
お
よ
び
『
角
川
日
本
地
名
大
辞

典
32　

島
根
県
』（
角
川
書
店　

昭
和
54
・
７
）、『
日
本
歴
史
地
名
大
系
33　

島
根

県
の
地
名
』（
平
凡
社　

平
成
７
・
７
）
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
直
政
歌
23
の
「
布

崎
」
は
、宍
道
湖
に
面
し
た
出
雲
市
園
町
（
旧
平
田
市
）
に
あ
る
地
名
で
、『
雲
陽
誌
』

に
は
「
楯
縫
郡  

園  

布
崎
」
の
項
に
「
布
崎
濱　

此
處
に
六
本
松
と
い
ふ
あ
り
、
俚

俗
傳
て
云
昔
山
姥
の
布
を
へ
た
り
し
杭
な
り
と
、
故
に
此
邊
を
布
崎
と
申
侍
」
と
あ

る（
７
）。
ま
た
、直
政
歌
28
は
宍
道
湖
東
端
に
浮
か
ぶ
小
島
「
嫁
ヶ
島
」（
松
江
市
袖
師
町
）

で
の
詠
作
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
直
政
歌
40
の
「
出
雲
森
山
」
は
、
中
海
・
境
水
道
に

面
す
る
松
江
市
美
保
関
町
森
山
（
旧
八
束
郡
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
付
近
に
は
、

松
江
藩
主
が
美
保
神
社
参
拝
時
に
利
用
し
た
と
い
う
街
道
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
は
寛

永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
の
直
政
松
江
入
部
以
降
の
歌
で
、
歌
の
内
容
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
い
ず
れ
も
水
辺
で
の
作
と
い
う
共
通
点
が
見
出
せ
る
。
残
る
一
首
の
「
扇

之
嶋
」
は
該
当
す
る
地
名
が
確
認
で
き
ず
、
詠
作
状
況
・
年
次
な
ど
は
明
ら
か
で
は

な
い
。

　

次
に
、
直
政
歌
31
、
綱
隆
歌
80
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
。
そ
れ
ぞ
れ
亡
く
な
っ

た
孫
・
娘
を
悼
む
歌
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
じ
人
物
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
詠
作
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

直
政
孫
・
綱
隆
娘
に
あ
た
る
人
物
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
知
ら
れ
る（
８
）。

　

・
大
学
（
母
松
平
忠
昌
娘
）

 

　
　

…
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
四
月
三
日
生
。
同
十
日
死
。

　

・
弁
丸
（
母
松
平
忠
昌
娘
）

 

　
　

…
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
五
月
二
十
日
生
。

 

　
　
　

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
二
月
八
日
死
。

　

・
小
次
郎
（
母
松
平
忠
昌
娘
）

 

　
　

…
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
四
月
六
日
生
。
同
十
六
日
死
。

　

・
津
与
（
母
松
平
忠
昌
娘
）

 

　
　

…
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
十
二
月
十
二
日
生
。

 

　
　
　

寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
閏
六
月
十
一
日
死
。

　

・
綱
近
（
母
松
平
忠
昌
娘
）

 

　
　

…
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
九
月
二
十
九
日
生
。

 

　
　
　

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
十
一
月
十
五
日
死
。

　

・
利
喜
（
母
養
法
院
）

 

　
　

…
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
六
月
十
二
日
生
。

 

　
　
　

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
十
月
二
十
日
死
。

　

・
清
（
母
養
法
院
）

 

　
　

…
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
三
月
八
日
生
。
同
年
八
月
十
日
死
。

　

・
吉
透
（
母
養
法
院
）

 

　
　

…
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
七
月
十
六
日
生
。

 

　
　
　

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
九
月
六
日
死
。

　　

※
直
政
…
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
〜
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）

　
　

綱
隆
…
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
〜
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
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院
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宝
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一
三
一

　
　

養
法
院
…
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
〜
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）

　　

綱
隆
の
子
（
直
政
孫
）
の
う
ち
、
直
政
在
世
中
に
亡
く
な
っ
た
の
は
、
大
学
・
弁

丸
・
小
次
郎
で
あ
る
。
ま
た
綱
隆
娘
の
津
与
は
、
綱
隆
在
世
中
（
直
政
没
後
）
に
亡

く
な
っ
て
い
る
。
直
政
歌
31
、
お
よ
び
綱
隆
歌
80
が
詠
ま
れ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
う

ち
の
誰
か
が
亡
く
な
っ
た
際
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
調
査
し
た
資
料
に
は
綱
隆
の

兄
弟
も
記
さ
れ
て
お
り
、
直
政
の
孫
は
当
然
綱
隆
の
子
以
外
に
も
い
た
は
ず
で
、
こ

れ
ら
が
亡
く
な
っ
た
際
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　

し
か
し
本
書
の
成
立
に
養
法
院
が
大
き
く
関
与
し
た
こ
と
を
思
え
ば
、
直
政
・
綱

隆
の
両
名
と
も
在
世
中
の
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
亡
く
な
っ
た
、
清
（
養
法
院

を
母
と
す
る
）
を
悼
ん
だ
歌
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
考
え
の
上
に
憶
測
を
重
ね
れ
ば
、
夫
綱
隆
の
死
後
、
清
に
続
き
利
喜
を

亡
く
し
、
今
ま
た
吉
透
に
先
立
た
れ
た
養
法
院
が
、
吉
透
追
善
の
た
め
に
詠
草
を
収

集
す
る
際
、
清
を
悼
ん
だ
歌
を
含
む
直
政
・
綱
隆
の
詠
草
を
も
取
り
集
め
て
成
っ
た

の
が
本
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

お　

わ　

り　

に

　

本
稿
で
は
、
綱
隆
側
室
の
養
法
院
が
大
き
く
成
立
に
関
与
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
、
島
根
大
学
附
属
図
書
館
桑
原
文
庫
蔵
『
高
真
院
様
宝
山
院
様
源
林
院
様
御
詠

草
写
』
に
つ
い
て
の
紹
介
を
行
っ
た
。
こ
の
資
料
か
ら
、
養
法
院
晩
年
の
和
歌
事
蹟

を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

す
な
わ
ち
、
同
年
生
ま
れ
の
綱
隆
が
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
亡
く
な
り
、
約

二
十
年
余
り
の
隠
居
生
活
を
送
っ
た
後
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
綱
隆
撰
の

『
山
下
水
』（
河
本
家
稽
古
有
文
館
蔵
）を
、続
い
て
元
禄
十
三
年（
一
七
〇
〇
）に『
養

法
院
実
筆
和
歌
集
』（
島
根
県
立
図
書
館
蔵
）
を
そ
れ
ぞ
れ
書
写
し
た
（
前
稿
で
は
、

『
養
法
院
実
筆
和
歌
集
』
の
撰
者
が
養
法
院
自
身
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
い

た
）。
そ
し
て
在
位
一
年
余
り
の
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に
三
十
八
才
の
若
さ
で

死
去
し
た
吉
透
を
悼
み
、
追
善
の
た
め
に
詠
草
を
取
り
集
め
、
こ
れ
に
直
政
・
綱
隆

の
詠
草
を
加
え
て
『
高
真
院
様
宝
山
院
様
源
林
院
様
御
詠
草
写
』
を
成
し
た
。
宝
永

四
年
（
一
七
〇
七
）
に
亡
く
な
る
養
法
院
の
晩
年
の
悲
し
み
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

な
お
、
本
書
と
同
内
容
と
思
し
き
書
に
つ
い
て
、
夙
に
佐
太
神
社
（
松
江
市
鹿
島

町
）
先
代
宮
司
の
朝
山
晧
氏
が
「
出
雲
と
歌
道
」
と
題
し
た
一
連
の
論
文
（『
勾
玉
』

創
刊
号
・
２
・
３
・
４
・
５
・
２̶

２
・
２̶

４　

昭
和
12
・
４
〜
昭
和
13
・
６
）
に
お

い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。『
御
當
家
先
君
御
詠
草
』
と
い
う
書
目
名
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
の
書
は
、
歌
数
や
本
稿
第
二
節
に
引
用
し
た
養
法
院
関
与
に
関
す
る
記
述
に

少
々
異
同
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
や
は
り
直
政
・
綱
隆
・
吉
透
三
代
の
歌
集
で
あ
り
、

論
文
中
に
引
用
さ
れ
た
和
歌
も
一
致
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
佐
太
神
社
所
蔵
の
資
料

で
あ
ろ
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
調
査
が
及
ん
で
い
な
い
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
資
料
と

の
比
較
を
行
い
、
中
院
家
・
烏
丸
家
な
ど
の
歌
道
家
と
の
つ
な
が
り
を
も
視
野
に
入

れ
つ
つ
、
江
戸
初
期
松
江
藩
主
周
辺
の
和
歌
事
蹟
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い
。

　〔
注
〕

（
１ 

）
拙
稿
「
河
本
家
稽
古
有
文
館
蔵
『
山
下
水
』
に
つ
い
て
│
江
戸
初
期
松
江
藩
主
周
辺
の

和
歌
事
蹟
│
」（『
古
代
中
世
国
文
学
』
22　

平
成
18
・
６
）、同
「
島
根
県
立
図
書
館
蔵
『
養

法
院
実
筆
和
歌
集
』に
つ
い
て
│
第
二
代
松
江
藩
主
側
室「
養
法
院
」の
和
歌
事
蹟
│
」（『
古

代
中
世
国
文
学
』
23　

平
成
19
・
３
）。

（
２ 
）
島
根
大
学
附
属
図
書
館
『
桑
原
文
庫
目
録
』（
昭
和
50
・
７
）
で
は
総
記
（
19
頁
）
に

分
類
さ
れ
、「
高
言
蔵
様
寶
山
院
様
源
林
蔵
様
御
詠
草
／
写　

和　

１
冊
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。

（
３ 

）『
島
根
県
歴
史
人
物
事
典
』（
山
陰
中
央
新
報
社　

平
成
９
・
11
）
に
拠
る
。

桑
原
文
庫
蔵
『
高
真
院
様
宝
山
院
様
源
林
院
様
御
詠
草
写
』
に
つ
い
て
（
山
﨑
真
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一
三
二

（
４ 

）
高
橋
陽
子
氏
「
古
今
伝
授
の
地
方
に
お
け
る
昇
華
│
相
馬
藩
主
平
昌
胤
朝
臣
詠
草
を
読

み
な
が
ら
│
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
27　

平
成
４
・
１
）。

（
５ 
）
以
降
、
和
歌
の
検
索
・
引
用
は
、『
新
編
国
歌
大
観C

D
-R

O
M

版Ver.2

』（
角
川
書
店
）

に
拠
る
。

（
６ 

）
佐
藤
明
浩
氏
「
歌
合
判
詞
に
お
け
る
「
古
歌
な
り
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
語
文
』
80
・
81

　

平
成
16
・
２
）、
同
「
歌
合
に
古
歌
を
詠
む
こ
と
」（『
国
文
学
論
考
』
40　

平
成
16
・
３
）、

同
「「
古
歌
」
の
再
生
と
い
う
こ
と
」（『
日
本
古
典
文
学
史
の
課
題
と
方
法
』
和
泉
書
院

　

平
成
16
・
３
）。

（
７ 

）
引
用
は
、『
大
日
本
地
誌
大
系
42　

雲
陽
誌
』（
雄
山
閣　

昭
和
46
・
10
）
に
拠
る
。

（
８ 

）
島
根
県
立
図
書
館
蔵
『
雲
國
侯
年
譜
』（
〇
九
二
・
八
／
一
二
四
三
）、『
雲
州
松
平
家
系
譜
』

（
〇
九
二
・
八
／
五
六
）、『
直
政
公
記
』（
〇
九
二
・
八
／
七
）
な
ど
の
資
料
に
拠
る
。

　〔
付 

記
〕
本
稿
は
、
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
の
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
古
典
文
学

資
料
の
公
開
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
研
究
代
表
者
：
蘆
田
耕
一
）
に
よ
る
成
果
の

一
部
で
あ
る
。
資
料
の
閲
覧
・
翻
刻
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
島
根
大
学
附
属
図
書
館
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
る
。

　
　
〔
翻 

刻 

凡 

例
〕

一 

、
翻
刻
に
際
し
て
は
、
底
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
心
が
け
た
が
、
製
版
・
印
刷

の
都
合
と
通
読
の
便
宜
と
を
考
え
て
、
次
の
よ
う
な
方
針
に
従
っ
た
。

　

１　

底
本
の
変
体
仮
名
は
す
べ
て
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

　

２ 　

漢
字
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
底
本
の
字
体
を
尊
重
し
て
、
印
字
可
能
な

範
囲
で
字
体
の
再
現
を
試
み
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
つ
の
漢
字
に
関
し
て
、
い

わ
ゆ
る
新
字
体
・
旧
字
体
の
両
方
を
使
い
、
さ
ら
に
は
異
体
字
の
類
も
用
い
た
。

字
体
の
使
い
分
け
を
知
る
便
宜
の
た
め
で
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

に
含
ま
れ
る
字
体
の
範
囲
に
限
っ
た
の
で
、
必
ず
し
も
厳
密
で
は
な
い
。

　

３　

和
歌
に
は
通
し
番
号
を
伏
し
た
。

　

４ 　

改
行
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
丁
の
切
れ
目
を　
（
１
オ
）（
１
ウ
）
の
よ
う
に

示
し
た
。

５ 　

本
文
に
疑
問
が
あ
り
、
誤
字
や
脱
字
・
衍
字
等
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
右
傍

に
（
マ
マ
）
と
注
記
し
た
。

　
〔
翻　

刻
〕

高
真
院
様

宝
山
院
様 

御
詠
草
写　

源
林
院
様　
　
　
　
　

 （
表
紙
）

　　
　
　

出
雲
少
将
直
政
公
御
詠
歌

１　

初
春
の
そ
ら
に
も
雪
は
ふ
り
つ
け
と

　
　
　

子
の
日
の
松
は
色
ま
さ
り
け
り

　　
　
　
（
一
行
分
空
白
）

　
２　

さ
く
ら
は
な
折
て
か
さ
ゝ
む
野
山
に
は

　
　
　

た
れ
か
う
え
け
ん
い
つ
の
よ
の
た
め

３　

白
雲
に
か
す
み
の
こ
ろ
も
ぬ
き
か
へ
て

　
　
　

い
つ
こ
の
や
ま
を
春
や
行
ら
む

４　

八
重
霞
立
も
か
く
さ
て
富
士
の
ね
の

　
　
　

ゆ
き
を
よ
そ
め
の
花
と
こ
そ
み
れ
（
１
オ
）

５　

ち
る
さ
く
ら
お
し
む
心
は
わ
す
ら
れ
て

　
　
　

ま
た
こ
む
は
る
の
花
を
ま
つ
か
な

６　

す
る
か
な
る
ふ
し
の
高
根
は
雪
消
て

　
　
　

霞
た
な
ひ
く
む
さ
し
の
ゝ
は
ら

桑
原
文
庫
蔵
『
高
真
院
様
宝
山
院
様
源
林
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草
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つ
い
て
（
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一
三
三

７　

花
は
み
な
散
り
つ
く
し
け
り
待
空
の

　
　
　

木
す
ゑ
に
き
な
け
山
ほ
と
ゝ
き
す

８　

鹿
の
音
も
い
ま
や
聞
な
る
や
ま
さ
と
は

　
　
　

秋
風
こ
そ
は
さ
そ
ひ
き
つ
ら
む

９　

ま
た
見
む
と
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
は
い
さ
よ
ひ
の

　
　
　

月
に
な
こ
り
の
お
し
き
空
か
な
（
１
ウ
）

　
　
　
　

扇
之
嶋

10　

秋
き
ぬ
と
あ
ふ
き
の
し
ま
も
お
の
つ
か
ら

　
　
　

た
た
み
〳
〵
て
よ
す
る
さ
ゝ
波

11　

秋
風
の
た
な
ひ
く
雲
を
吹
は
ら
ひ

　
　
　

そ
ら
す
み
わ
た
る
十
六
夜
の
月

12　

夕
さ
れ
は
お
き
の
上
か
せ
身
に
し
み
て

　
　
　

軒
端
に
す
た
く
む
し
の
聲
〳
〵

13　

奥
山
に
い
ま
や
鳴
ら
む
さ
ほ
し
か
の

　
　
　

聲
さ
そ
ひ
く
る
秋
の
夕
風

14　

か
へ
る
雁
い
ま
は
と
見
し
に
な
か
ら
へ
て
（
２
オ
）

　
　
　

又
秋
風
の
さ
そ
ひ
来
て
け
り

15　

い
さ
よ
ひ
の
月
を
見
る
に
も
し（
マ
マ
）れ
け
り

　
　
　

誰
か
は
人
の
老
を
の
か
れ
ん

16　

く
る
ゝ
秋
や
木
の
葉
さ
そ
ひ
て
か
へ
る
ら
ん

　
　
　

今
朝
は
梢
の
ま
は
ら
な
る
み
ゆ

17　

曇
り
て
も
さ
す
か
に
空
を
詠
や
り
て

　
　
　

月
に
こ
ゝ
ろ
は
秋
の
よ
す
か
ら

18　

山
高
み
木
の
間
の
そ
ら
に
雲
晴
て

　
　
　

滝
に
か
け
さ
す
あ
き
の
夜
の
月

19　

時
そ
と
て
雨
降
り
す
さ
む
秋
の
夜
の
（
２
ウ
）

　
　
　

つ
ゆ
を
か
こ
と
に
な
く
虫
の
こ
ゑ

20　

見
せ
は
や
な
こ
ゝ
ろ
と
ま
ら
ぬ
人
と
て
も

　
　
　

い
か
て
こ
よ
ひ
の
月
の
ひ
か
り
を

21　

か
ね
て
よ
り
月
に
な
れ
行
心
と
て

　
　
　

い
る
名
残
を
そ
お
も
は
る
ゝ
か
な

22　

月
に
猶
を
心
そ
と
ま
る
む
さ
し
野
は

　
　
　

ふ
け
ゆ
く
す
ゑ
に
山
の
端
も
な
し

　
　
　
　

ぬ
の
さ
き
を
見
て

23　

う
な
は
ら
に
引
は
へ
出
る
布
崎
や

　
　
　

お
り
て
そ
見
ゆ
る
今
朝
の
初
霜
（
３
オ
）

24　

白
妙
に
置
つ
る
し
も
夜
更
過
て

　
　
　

こ
れ
や
む
か
し
の
か
さ
ゝ
き
の
橋

25　

い
と
は
や
も
晴
て
は
く
も
る
村
雨
の

　
　
　

空
さ
た
め
な
き
世
に
そ
有
け
れ

26　

う
れ
し
き
も
つ
ら
き
こ
ゝ
ろ
も
お
ろ
か
そ
と

　
　
　

思
ひ
し
ま
ゝ
に
年
の
暮
ぬ
る

27　

妻
木
こ
る
か
へ
る
深
山
の
山
も
り
は

　
　
　

身
は
こ
か
ら
し
に
さ
ゆ
る
夜
の
月

　
　
　
　

よ
め
し
ま
に
て

28　

よ
め
し
ま
に
よ
る
老
の
波
数
々
の
（
３
ウ
）

　
　
　

つ
も
り
て
い
ま
そ
し
ら
と
な
る
ら
ん

　
　
　
　

ら
ん
と
い
ふ
女
顔
の
赤
き
を
見
て

　
　
　
　

讀
る

29　

く
れ
な
ゐ
の
な
み
た
や
顔
に
こ
ほ
る
ら
ん

桑
原
文
庫
蔵
『
高
真
院
様
宝
山
院
様
源
林
院
様
御
詠
草
写
』
に
つ
い
て
（
山
﨑
真
克
）
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一
三
四

　
　
　

な
に
恋
わ
ひ
て
お
と
な
し
の
滝

30　

冬
の
夜
は
も
の
か
な
し
け
に
時
雨
つ
ゝ

　
　
　

む
な
し
き
ひ
と
の
袖
や
ぬ
れ
ぬ
る

　
　
　
　

孫
の
身
ま
か
り
け
る
時
に

31　

老
か
身
の
ま
よ
ひ
の
や
み
も
は
れ
か
た
く

　
　
　

な
み
た
や
月
に
か
ゝ
る
し
ら
雲
（
４
オ
）

　
　
　
　

應
無
所
住
而
生
其
心

32　

す
て
ゝ
た
に
此
よ
の
外
は
な
き
も
の
を

　
　
　

い
つ
れ
か
つ
ゐ
の
す
み
か
な
る
ら
む

　
　
　
　

無
切

之
心

33　

堂
寺
を
立
ん
と
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
こ
そ

　
　
　

つ
ゐ
に
地
獄
の
す
み
か
な
る
ら
ん

34　

つ
く
〳
〵
と
お
も
へ
は
や
す
き
世
の
中
を

　
　
　

心
と
な
け
く
我
か
身
成
け
り

35　

月
見
れ
は
む
か
し
の
空
も
か
は
ら
し
に

　
　
　

か
は
る
は
ひ
と
の
う
き
身
な
り
け
り
（
４
ウ
）

36　

花
に
風
月
に
雲
と
は
お
も
へ
と
も

　
　
　

な
を
身
の
う
へ
に
老
は
の
か
れ
し

37　

い
つ
と
な
く
あ
た
に
過
ぬ
る
年
月
を

　
　
　

我
か
身
ひ
と
つ
と
う
ら
め
し
き
か
な

38　

う
つ
り
行
春
の
桜
は
紅
葉
し
て

　
　
　

き
の
ふ
の
夢
も
今
日
の
う
つ
ゝ
か

39　

心
に
は
つ
も
る
と
し
を
も
し
ら
ね
と
も

　
　
　

鏡
の
か
け
に
た
つ
老
の
波

　
　
　
　

出
雲
森
山
に
て

40　

今
宵
し
も
塩
焼
け
ふ
り
た
え
は
て
ゝ
（
５
オ
）

　
　
　

う
ら
の
と
ま
や
に
雨
の
も
り
山

　
　
　
　

初
雁
を
見
て

41　

玉
章
を
か
け
て
か
い
な
き
雁
金
の

　
　
　

こ
ゝ
ろ
つ
れ
な
き
人
を
う
ら
み
む
（
５
ウ
）

　　
　
　
（
以
降
空
白
）

　　
　
　

出
雲
拾
遺
綱
隆
公
御
詠
歌

　
　
　
　

歳
旦

42　

あ
ら
玉
の
今
日
の
御
幸
の
う
ら
ゝ
か
に

　
　
　

つ
ゝ
く
小
車
い
く
め
く
り
か
も

43　

二
葉
よ
り
契
り
し
心
す
み
の
え
の

　
　
　

な
も
む
つ
ま
し
き
相
生
の
ま
つ

44　

こ
ひ
〳
〵
て
お
も
ひ
ね
に
ね
し
か
ひ
有
て

　
　
　

一
夜
も
は
や
く
は
る
を
見
し
か
な

45　

若
草
の
め
つ
ら
し
き
ま
て
お
も
ほ
え
て

　
　
　

老
さ
き
ゆ
か
し
こ
ろ
も
あ
る
か
な
（
６
オ
）

46　

白
妙
に
雪
か
と
そ
見
る
さ
く
ら
は
な

　
　
　

か
す
に
も
た
ら
ぬ
君
か
よ
は
ひ
は

47　

花
さ
か
り
け
ふ
か
あ
す
か
と
待
空
の

　
　
　

ふ
り
く
ら
し
た
る
宵
の
雨
か
な

48　

さ
か
ぬ
よ
り
ま
た
来
る
春
そ
待
た
れ
け
る

　
　
　

は
な
も
紅
葉
も
見
る
人
か
ら
や

49　

山
た
か
み
ふ
り
さ
け
み
れ
は
桜
か
り

桑
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宝
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源
林
院
様
御
詠
草
写
』
に
つ
い
て
（
山
﨑
真
克
）

－ 51 －



一
三
五

　
　
　

く
も
か
と
の
み
そ
あ
や
ま
た
れ
け
る

50　

う
ら
む
れ
て
け
ふ
の
ま
と
ひ
は
一
入
の

　
　
　

色
香
も
ふ
か
き
花
の
宴
か
な
（
６
ウ
）

51　

う
れ
し
さ
も
待
も
お
し
む
も
桜
は
な

　
　
　

心
は
ひ
と
つ
こ
ゝ
ろ
な
れ
と
も

52　

花
さ
か
り
見
る
お
り
か
ら
に
君
か
あ
た
り

　
　
　

お
も
ひ
に
そ
や
れ
出
雲
八
重
垣

　
　
　
　

か
た
へ
に
さ
ふ
ら
ひ
け
る
目
な
し
に
哥

　
　
　
　

讀
と
い
ひ
け
れ
は
よ
め
る

53　

よ
の
人
に
お
と
ら
さ
ら
め
や
見
ぬ
と
て
も

　
　
　

我
も
こ
ゝ
ろ
は
花
に
な
さ
な
む

54　

う
き
世
に
は
と
ゝ
め
お
か
し
と
春
風
の

　
　
　

散
ら
す
は
花
を
お
し
む
成
け
り
（
７
オ
）

55　

花
は
み
な
さ
そ
ひ
行
と
も
い
と
せ
め
て

　
　
　

匂
ひ
を
の
こ
せ
山
お
ろ
し
の
か
せ

56　

七
夕
を
祭
る
言
の
葉
書
絶
え
す

　
　
　

な
か
き
契
り
を
と
り
そ
へ
て
け
り

57　

今
夜
こ
そ
千
夜
を
一
夜
に
な
さ
は
や
と

　
　
　

あ
か
す
や
思
ふ
星
合
の
そ
ら

58　

く
も
る
と
も
こ
ゝ
ろ
そ
は
る
ゝ
夜
も
す
か
ら

　
　
　

空
さ
た
め
な
し
有
明
の
月

59　

時
も
日
も
け
ふ
そ
来
に
け
り
幸
種
の

　
　
　

松
も
色
そ
ふ
い
さ
よ
ひ
の
月
（
７
ウ
）

60　

世
の
人
は
逢
夜
千
世
に
と
お
も
ひ
草

　
　
　

わ
れ
は
葉
す
ゑ
の
露
の
間
も
か
な

61　

色
ふ
か
き
若
紫
の
ふ
ち
は
か
ま

　
　
　

萬
代
ま
て
も
匂
へ
と
そ
お
も
ふ

62　

置
露
の
ひ
と
つ
う
る
ひ
に
咲
花
の

　
　
　

千
草
に
匂
ふ
野
邊
の
は
な
か
な

63　

我
か
こ
ゝ
ろ
な
に
ゝ
た
と
へ
ん
も
し
ほ
草

　
　
　

筆
の
か
き
り
を
書
つ
く
し
た
ふ

64　

名
も
高
き
秋
の
最
中
の
月
の
色
に

　
　
　

君
か
な
か
め
は
ひ
か
り
を
そ
添
ふ
（
８
オ
）

65　

た
の
め
こ
し
ち
か
ひ
も
今
宵
あ
ら
は
に
て

　
　
　

す
ゑ
は
さ
え
行
仲
秋
の
月

66　

有
明
の
は
る
ゝ
こ
と
な
き
夜
半
な
れ
と

　
　
　

こ
ゝ
ろ
も
清
き
な
か
め
な
り
け
り

　
　
　
　

最
中
の
夜
曇
け
れ
は

67　

幾
秋
も
め
く
り
あ
は
む
と
お
も
へ
は
や

　
　
　

月
見
ぬ
夜
半
も
さ
し
て
う
ら
み
む

68　

ひ
と
へ
な
ら
す
こ
ゝ
ろ
そ
深
き
菊
月
の

　
　
　

雲
の
あ
な
た
に
す
め
る
と
お
も
へ
は

69　

待
ほ
と
に
お
も
は
せ
ふ
り
か
長
月
の
（
８
ウ
）

　
　
　

見
え
つ
か
く
れ
つ
ほ
の
め
か
し
て
や

70　

長
月
の
長
き
夜
そ
へ
て
君
か
代
を

　
　
　

老
せ
ぬ
秋
の
か
き
り
な
け
れ
は

71　

長
月
の
な
か
き
夜
す
か
ら
君
か
代
を

　
　
　

な
を
な
か
か
れ
と
い
の
り
け
る
か
な

72　

と
こ
と
は
に
お
も
ひ
消
ね
は
見
て
も
更
に

　
　
　

め
つ
ら
し
か
ら
ぬ
富
士
の
し
ら
雪
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73　

み
よ
し
の
を
お
と
に
聞
つ
ゝ
お
も
ひ
き
や

　
　
　

ま
た
見
ぬ
ひ
と
の
い
と
恋
し
と
は

74　

い
と
せ
め
て
つ
れ
な
き
色
も
は
て
し
か
な
（
９
オ
）

　
　
　

一
く
た
り
た
に
さ
ら
に
そ
め
ね
は

75　

も
の
を
お
も
ふ
ね
さ
め
か
ち
な
る
我
宿
の

　
　
　

お
り
し
り
か
ほ
に
時
雨
そ
め
け
り

76　

逢
見
て
は
い
ま
を
し
の
は
む
つ
ら
き
さ
へ

　
　
　

な
か
〳
〵
な
り
し
も
の
お
も
ひ
な
り

77　

我
こ
ゝ
ろ
う
つ
り
も
ま
す
か
ま
す
か
ゝ
み

　
　
　

け
に
お
も
か
け
の
み
な
れ
そ
な
れ
て

78　

ひ
と
り
ね
は
せ
め
て
こ
ゝ
ろ
も
な
く
さ
ま
む

　
　
　

君
ま
さ
ぬ
夜
は
月
も
や
と
さ
し

79　

た
の
み
な
き
身
は
い
か
に
せ
ん
た
の
ま
れ
ぬ
（
９
ウ
）

　
　
　

君
か
こ
ゝ
ろ
を
た
の
む
た
の
め
は

　
　
　
　

娘
の
身
ま
か
り
け
る
時
に

80　

さ
た
め
な
き
う
き
世
と
聞
と
う
ら
み
有
る

　
　
　

は
る
よ
り
秋
は
う
つ
ら
ぬ
も
の
を

81　

さ
て
も
ま
た
幾
代
か
は
へ
む
世
の
中
に

　
　
　

う
き
身
ひ
と
つ
の
置
所
な
し

82　

あ
さ
ま
し
や
浅
間
の
山
の
も
え
ぬ
に
も

　
　
　

む
ね
の
け
ふ
り
の
た
ゝ
ぬ
ひ
そ
な
き

83　

こ
と
わ
さ
も
な
く
て
い
く
ら
の
年
月
を

　
　
　

夢
と
過
せ
は
あ
た
ら
ひ
と
の
世
（
10
オ
）

84　

待
こ
と
の
あ
ら
し
と
お
も
ひ
し
こ
ゝ
ろ
か
は

　
　
　

花
ほ
と
ゝ
き
す
月
雪
は
な
そ

85　

八
雲
た
つ
出
雲
八
重
垣
へ
た
つ
れ
と

　
　
　

お
な
し
こ
ゝ
ろ
に
花
を
こ
そ
見
れ

　
　
　
　

人
に
か
は
り
て
讀
る

86　

今
宵
こ
そ
身
は
へ
た
ち
つ
れ
東
路
の

　
　
　

こ
ゝ
ろ
は
お
な
し
な
か
め
成
る
ら
ん

87　

見
る
も
な
を
ま
つ
こ
ゝ
ろ
な
き
桜
花

　
　
　

散
り
な
む
こ
と
を
か
ね
て
お
も
へ
は

88　

思
ひ
立
月
に
そ
見
つ
る
若
の
浦
に
（
10
ウ
）

　
　
　

は
れ
て
の
と
け
き
波
の
夕
霧

89　

ひ
と
ゝ
せ
に
つ
れ
て
ふ
り
に
し
あ
す
か
ら
は

　
　
　

身
も
あ
ら
玉
の
あ
た
ら
し
き
春

90　

月
花
を
幾
春
秋
に
な
か
め
ま
し

　
　
　

色
香
と
き
は
の
お
な
し
こ
た
へ
に

91　

秋
な
ら
は
月
待
夜
半
は
明
石
か
た

　
　
　

さ
く
ら
に
く
ら
す
は
る
の
山
里

92　

た
ら
ち
ね
の
親
の
お
し
へ
の
言
の
葉
を

　
　
　

か
き
と
ゝ
め
て
そ
世
々
に
傳
ゆ
る

93　

世
に
朽
ぬ
わ
か
の
浦
は
の
も
し
ほ
草
（
11
オ
）

　
　
　

か
き
あ
つ
む
る
に
袖
は
ぬ
れ
け
り
（
11
ウ
）

　　
　
　
（
以
降
空
白
）

　　
　
　

出
雲
拾
遺
吉
透
公
御
詠
歌

　
　
　
　

朝
霞

94　

あ
さ
ひ
か
け
さ
す
や
う
ら
漕
船
も
い
ま
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宝
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一
三
七

　
　
　

遠
近
わ
か
す
か
す
む
こ
ろ
か
な

　
　
　
　

谷
鶯

95　

さ
き
ぬ
へ
き
花
を
待
と
や
た
に
の
と
を

　
　
　

ま
た
出
や
ら
ぬ
は
る
の
う
く
ひ
す

　
　
　
　

闕
寒

96　

山
里
は
け
さ
も
あ
ら
し
の
さ
え
〳
〵
て

　
　
　

こ
そ
の
か
た
み
の
残
る
し
ら
雪
（
12
オ
）

　
　
　
　

惜
暮
春

97　

な
れ
て
見
し
花
を
そ
お
も
ふ
行
春
の

　
　
　

わ
か
れ
も
お
し
き
け
ふ
の
夕
暮

　
　
　
　

更
衣

98　

な
れ
き
つ
る
花
色
こ
ろ
も
今
日
は
は
や

　
　
　

か
ふ
る
た
も
と
に
か
せ
そ
ま
た
る
ゝ

　
　
　
　

新
樹

99　

き
の
ふ
ま
て
あ
か
す
な
れ
み
し
花
の
木
も

　
　
　

青
葉
に
し
け
る
色
そ
す
ゝ
し
き

　
　
　
　

卯
花
（
12
ウ
）

100　

す
む
月
の
か
け
か
と
そ
見
る
逢
か
た
の

　
　
　

里
の
か
き
ね
に
さ
け
る
卯
の
花

　
　
　
　

待
時
鳥

101　

待
に
ね
ぬ
こ
ゝ
ろ
を
し
ら
は
ほ
と
ゝ
き
す

　
　
　

夜
ふ
か
き
そ
ら
に
一
こ
ゑ
も
か
な

　
　
　
　

五
月
雨

102　

い
つ
よ
り
か
月
に
も
う
と
く
す
き
の
か
と

　
　
　

明
く
れ
は
れ
ぬ
さ
み
た
れ
の
比

　
　
　
　

夏
暁

103　

窓
く
ら
き
竹
の
ふ
し
と
の
あ
け
か
た
も
（
13
オ
）

　
　
　

ち
か
つ
く
か
せ
の
を
と
そ
す
ゝ
し
き

　
　
　
　

夏
月

104　

ま
ち
出
て
見
る
ほ
と
も
な
く
澄
月
の

　
　
　

明
る
そ
お
し
き
夏
の
夜
の
そ
ら

　
　
　
　

蛍

105　

く
る
ゝ
野
に
草
の
葉
こ
と
に
置
露
の

　
　
　

光
り
も
見
え
て
ほ
た
る
ひ
の
影

　
　
　
　

水
邊
蛍

106　

な
か
れ
行
水
に
も
き
え
ぬ
お
も
ひ
と
や

　
　
　

も
え
て
ほ
た
る
の
身
を
こ
か
す
ま
て
（
13
ウ
）

　
　
　
　

野
萩

107　

え
な
ら
す
と
い
ま
を
さ
か
り
と
み
や
き
の
ゝ

　
　
　

露
の
た
ま
ぬ
く
秋
は
き
の
花

　
　
　
　

薄

108　

夏
に
来
て
立
と
ま
れ
と
か
花
す
ゝ
き

　
　
　

秋
野
ゝ
風
に
ひ
と
ま
ね
く
ら
む

　
　
　
　

鹿

109　

秋
風
に
つ
れ
な
き
つ
ま
を
恋
侘
て

　
　
　

う
ら
み
に
た
え
す
し
か
の
な
く
ら
む

　
　
　
　

籬
菊
（
14
オ
）

110　

咲
に
ほ
ふ
ま
か
き
は
い
ま
も
さ
か
り
そ
と

　
　
　

見
る
に
え
な
ら
ぬ
し
ら
き
く
の
花

　
　
　
　

枯
野
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111　

い
ろ
く
に
秋
見
し
草
は
か
れ
は
て
ゝ

　
　
　

霜
に
色
な
き
野
邊
の
さ
ひ
し
さ

　
　
　
　

夕
千
鳥

112　

こ
の
夕
邊
あ
と
も
な
き
さ
の
濱
千
鳥

　
　
　

鳴
音
は
か
り
そ
と
を
さ
か
け
（
マ
マ
）ゆ
く

　
　
　
　

山
雪

113　

ふ
み
分
て
か
よ
ふ
人
し
も
あ
ら
し
や
ま
（
14
ウ
）

　
　
　

あ
ら
し
も
絶
て
雪
そ
つ
も
れ
る

　
　
　
　

雪
埋
竹

114　

夢
さ
ま
す
葉
分
の
か
せ
の
お
と
か
へ
て

　
　
　

聞
な
れ
ぬ
竹
の
ゆ
き
の
し
た
を
れ

　
　
　
　

見
恋

115　

海
士
を
ふ
ね
ほ
の
か
に
こ
れ
と
見
し
ひ
よ
り

　
　
　

袖
に
は
や
か
て
波
そ
か
け
ゝ
る

　
　
　
　

湖
水

116　

船
出
せ
ん
こ
と
も
か
た
ゝ
の
う
ら
さ
む
み

　
　
　

夜
る
の
ほ
と
に
や
こ
ほ
り
と
つ
ら
む
（
15
オ
）

　
　
　
　

或
人
琴
を
弾
て
聞
せ
侍
り
し
に

　
　
　
　

お
り
し
も
春
な
り
け
れ
は

117　

妙
な
る
や
な
さ
け
を
添
て
君
か
い
ま

　
　
　

弾
い
た
す
琴
の
聲
も
う
ら
ゝ
に

　
　
　
　

吉
透
公
御
存
世
の
中
折
々
の

　
　
　
　

御
詠
歌
百
首
餘
り
も
在
之
然
に

　
　
　
　

吉
透
公
御
世
を
は
や
く
さ
ら
せ
給
ふ

　
　
　
　

養
法
院
様
御
愁
傷
の
あ
ま
り
に
此

　
　
　
　

御
歌
共
を
被
取
あ
つ
め
御
追
善
の

　
　
　
　

御
為
に
も
と 

中
院
殿 

御
つ
い
か
て
に
（
15
ウ
）

　
　
　
　

御
点
作
御
望
有
し
か
は
百
首
余
の

　
　
　
　

御
詠
の
内
廿
四
首
御
点
有
し
分

　
　
　
　

且
御
點
の
な
き
を
も
少
々
末
に

　
　
　
　

あ
ら
は
す

　　
　
　
（
一
行
分
空
白
）

　　
　
　
　

夕
鶯

118　

う
つ
る
を
も
我
の
み
う
し
と
夕
は
え
や

　
　
　

梅
の
さ
え
た
に
う
く
ひ
す
の
鳴

　
　
　
　

池
藤

119　

名
に
し
お
は
ゝ
池
の
藤
波
朝
な
〳
〵
（
16
オ
）

　
　
　

う
け
て
匂
ひ
を
袖
に
と
ゝ
め
や

　
　
　
　

擣
衣

120　

月
か
け
に
あ
か
ぬ
心
は
し
た
は
る
ゝ

　
　
　

ぬ
し
は
た
れ
そ
よ
こ
ろ
も
打
聲

　
　
　
　

契
恋

121　

結
ふ
か
ら
我
は
ま
こ
と
の
こ
と
の
葉
に

　
　
　

ひ
と
の
こ
ゝ
ろ
は
秋
そ
来
に
け
り

　
　
　
　

別
恋

122　

優
（
マ
マ
）き
人
を
と
め
ぬ
は
か
り
か
な
み
た
川

　
　
　

わ
か
も
の
か
ら
に
し
か
ら
み
そ
な
き
（
16
ウ
）

　
　
　
　

田
家
時
雨
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一
三
九

123　

と
ひ
な
れ
し
月
た
に
う
と
く
小
山
田
の

　
　
　

鹿
は
夜
寒
に
う
ち
時
雨
つ
ゝ

　
　
　
　

寒
中
千
鳥

124　

さ
ゆ
る
夜
の
月
も
は
る
か
に
沖
津
波

　
　
　

た
つ
に
千
鳥
の
鳴
さ
わ
く
な
り

　
　
　
　

歳
暮

125　

花
さ
か
り
待
し
は
か
り
を
間
遠
に
て

　
　
　

う
つ
る
も
は
や
き
と
し
の
く
れ
か
な

　
　
　
　

鶯
（
17
オ
）

126　

春
と
い
へ
と
岩
間
こ
ほ
り
て
鶯
の

　
　
　

ま
た
う
ち
と
く
る
聲
そ
ま
れ
な
る

　
　
　
　

雨
中
郭
公

127　

遠
近
の
あ
や
め
も
わ
か
ぬ
五
月
雨
に

　
　
　

な
く
や
な
み
た
の
や
ま
ほ
と（
マ
マ
）き
す

　
　
　
　

蓮

128　

か
せ
そ
よ
く
夕
へ
や
す
ゝ
し
き
蓮
葉
の

　
　
　

音
せ
て
こ
ゆ
る
池
の
さ
ゝ
波

　
　
　
　

夏
の
夜

129　

村
雨
の
聲
を
の
こ
し
て
夏
の
夜
の
（
17
ウ
）

　
　
　

軒
端
に
す
く
る
か
せ
の
す
ゝ
し
き

　
　
　
　

夏
山

130　

庵
な
く
も
す
む
へ
き
か
た
や
な
つ
山
の

　
　
　

し
け
り
あ
ひ
た
る
木
々
の
下
影

　
　
　
　

泉

131　

立
よ
り
て
結
ふ
清
水
の
こ
ろ
も
手
に

　
　
　

露
置
そ
め
て
秋
風
や
ふ
く

　
　
　
　

残
暑

132　

い
と
し
け
く
な
ら
す
あ
ふ
き
の
内
に
し
も

　
　
　

な
と
か
よ
は
ぬ
や
秋
の
初
風
（
18
オ
）

　
　
　
　

田
家
之
秋
風

133　

は
た
さ
む
み
小
田
も
る
庵
の
夜
と
て
も

　
　
　

重
ね
ぬ
そ
て
に
秋
か
せ
の
ふ
く

　
　
　
　

露

134　

い
つ
よ
り
も
通
ひ
そ
め
て
し
秋
の
夜
の

　
　
　

月
の
や
と
り
里

（
マ
マ
）の

小
野
ゝ
し
ら
露

　
　
　
　

虫
聲
幽

135　

お
と
も
な
く
あ
る
ゝ
霜
夜
の
浅
茅
生
の

　
　
　

う
ら
む
る
む
し
の
聲
も
か
す
か
に

　
　
　
　

古
郷
月
（
18
ウ
）

136　

と
ひ
な
れ
し
床
は
む
か
し
に
荒
は
て
ゝ

　
　
　

朝
日
に
や
と
る
ふ
る
さ
と
の
月

　
　
　
　

擣
衣

137　

夜
を
さ
む
み
と
も
に（
マ
マ
）
飛
出
て
露
霜
に

　
　
　

な
れ
つ
ゝ
賤
の
こ
ろ
も
打
聲

　
　
　
　

菊

138　

秋
経
て
も
老
せ
ぬ
友
と
宮
人
の

　
　
　

か
さ
し
て
に
ほ
ふ
し
ら
き
く
の
花

　
　
　
　

契
空
恋

139　

荒
磯
に
ひ
ろ
へ
る
か
ひ
も
な
き
海
士
の
（
19
オ
）

　
　
　

い
た
つ
ら
に
の
み
ぬ
る
ゝ
袖
か
な
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一
四
〇

　
　
　
　

途
中
契
恋

140　

お
も
ほ
え
す
逢
見
し
ま
ゝ
に
契
り
て
は

　
　
　

こ
と
の
葉
残
る
み
ち
し
は
の
露

　
　
　
　

松
風

141　

と
に
か
く
に
も
の
ゝ
か
な
し
き
夕
暮
は

　
　
　

な
れ
し
軒
端
の
松
風
も
う
し

　
　
　
　

波

142　

村
千
鳥
む
れ
い
る
ひ
ま
も
あ
ら
し
吹

　
　
　

音
も
は
け
し
き
須
磨
の
浦
風
（
19
ウ
）

　
　
　
　

夕
滝

143　

長
閑
な
る
夕
日
の
か
け
の
う
つ
ろ
ひ
て

　
　
　

波
も
色
あ
る
瀧
の
し
ら
糸

　
　
　
　

海
上
之
霞

144　

い
せ
の
う
ら
や
行
か
ふ
ふ
ね
の
数
々
も

　
　
　

か
す
め
る
波
に
道
ま
よ
ふ
ら
し

　
　
　
　

七
夕
雲

145　

織
女
の
ま
れ
な
る
今
宵
た
の
み
き
て

　
　
　

さ
そ
な
わ
か
れ
を
う
き
く
も
の
■
（
虫
損
）

　
　
　
　

山
家
雪
（
20
オ
）

146　

通
ひ
こ
む
ひ
と
も
あ
ら
し
も
音
絶
え
て

　
　
　

深
山
す
み
う
き
雪
の
夕
く
れ

　
　
　
　

鹿

147　

さ
ひ
し
さ
を
青
葉
の
か
け
に
打
添
て

　
　
　

夕
山
か
つ
の
さ
ほ
し
か
の
聲

　
　
　
　

枯
野

148　

い
ろ
〳
〵
の
秋
に
満
つ
る
こ
ゝ
ろ
し
も

　
　
　

今
は
か
れ
の
ゝ
霜
の
し
た
草

　
　
　
　

寄
竹
祝

149　

色
か
へ
ぬ
青
葉
の
竹
の
よ
を
か
さ
ね
（
20
ウ
）

　
　
　

君
か
よ
は
ひ
の
た
ね
と
な
る
ら
し

　
　
　
　

花
の
比
過
行
を
お
し
み
て

150　

な
れ
来
に
し
花
の
わ
か
れ
を
さ
る
と
も
と

　
　
　

お
し
む
に
な
を
も
夕
く
れ
の
空

　
　
　
　

河
邊
之
花

151　

行
水
の
深
き
こ
ゝ
ろ
を
せ
き
い
れ
て

　
　
　

見
る
河
野
邊
の
花
の
さ
か
り
を

　
　
　
　

池
上
月

152　

う
ろ
く
つ
も
梢
に
の
ほ
る
お
も
か
け
も

　
　
　

汀
の
池
の
月
の
夜
す
か
ら
（
21
オ
）

　
　
　
　

夏
月

153　

夕
立
の
晴
行
ま
ゝ
に
漬
潦

　
　
　

す
む
月
か
け
も
う
つ
る
す
ゝ
し
き
（
21
ウ
）

　　
　
　
（
以
降
空
白
）
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A reprinting and explanation of 
Kōshin'in-sama-Hōzan'in-sama-Genrin'in-sama-Goeiso- -no-

utsushi in Kuwabara Bunko

YAMAZAKI  Masakatsu
(Matsue College of Technology Department of Humanities  Associate Professor)

〔A b s t r a c t 〕

   Ko-shin'in-sama-Ho-zan'in-sama-Genrin'in-sama-Goeiso- -no-utsushi in the possession of Shimane 

University Library, Kuwabara Bunko is a collection of Japanese poem of first generation feudal lord of 

Izumo Matsue clan Matsudaira Naomasa (Ko-shin'in), second generation feudal lord Tsunataka (Ho-zan'in), 

and forth generation feudal lord Yoshito- (Genrin'in). It seems Tsunataka's concubine Yo-ho-in was greatly 

involved in a selection of these three people, because Naomasa is father of Tsunataka, and Yoshito- is son 

of Tsunataka and Yo-ho-in. Japanese poem of third generation feudal lord Tsunachika (Ryo-gen'in) is not 

included because his mother is Tsunataka's concubine, Echizen Fukui feudal lord Matsudaira Tadamasa's 

daughter. Also for the memorial of the son Yo-ho-in collected Japanese poem of Yoshito-  who had died. 

Therefore, this collection of Japanese poem is approved between Yoshito-'s death in the year Ho-ei two (1705) 
from Yo-ho-in's death in the year Ho-ei four (1707).
　Yo-ho-in requested to Nakanoin (Michishige) the evaluation of Yoshito- 's poem. And Naomasa's poem 

is similar to Karasumaru Mitsuhiro's. Thus, Yo-ho-in and Izumo Matsue clan was connected to the leader 

of Japanese poem in Kyoto. Also, I examined the situation and period of the creation of Japanese poems 

through kotobagaki notes. And I made clear a part of the achievement concerning Japanese poems of 

Yo-ho-in.

Keywords : Matsudaira Tsunataka, Yo-ho-in, Matsue clan, Nakanoin Michishige
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